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SDGs と国連指導原則に対応した責任あるパーム油調達を進めるサイト 
「パーム油調達ガイド」を http://palmoilguide.info にて公開 

 
熱帯林とパーム油の問題に取り組む環境 NGO6 団体1では、企業がパーム油の調達リスクに対処し、

サプライチェーン管理を実践するための情報や⼿順をまとめた情報提供サイト「パーム油調達ガイド

（http://palmoilguide.info ）」を公表しました2。 

責任あるサプライチェーンを確⽴するためには、森林減少、特に泥炭林開発の阻⽌・回避とともに、

⼟地紛争や労働問題を含めた⼈権侵害への是正対応や回避が必要です。森林減少への対応は「⽣物多様

性」や「気候変動」に密接に関係し、国連持続可能な開発⽬標（SDGs，2015）の⽬標 15.2 では、「2020

年までに、あらゆる種類の森林の持続可能な経営の実施を促進し、森林減少を阻⽌し、劣化した森林を

回復」と明記されています。パーム油には「持続可能なパーム油のための円卓会議（RSPO）」による認

証制度があり、現状の認証基準では森林破壊の阻⽌には不⼗分と考えられるため、本サイトではより先

進的な取り組みを紹介しています3。 

パーム油を⽣産するアブラヤシ農園は、その開発過程において地域住⺠の⼟地権を侵害する問題が頻

発しており、⼟地紛争が絶えません。またアブラヤシ農園における強制労働や児童労働の存在が、NGO

や⽶国労働省から指摘されています。これらは、国連⼈権委員会で採択された「ビジネスと⼈権に関す

る国連指導原則（2011）」や「経済協⼒開発機構(OECD)多国籍企業⾏動指針」の観点からも重要な課題

です。そして「責任あるサプライチェーン」は、2015 年 G7 エルマウ・サミット⾸脳宣⾔でも取り上げ

られている動きです。 

アブラヤシ農園の⼤半はマレーシアやインドネシアにあり、近年の東南アジアにおける熱帯林減少の

最⼤の要因となっています。開発の背景には、現地のガバナンスの脆弱性や汚職慣⾏等、構造的な問題

があり、企業⾃⾝による対処が⾮常に重要です。 

本サイトでは、「問題を知る」「リスクを知る」「ニュース/資料」で理解を深め、「実践する」でパーム

油購⼊での責任あるサプライチェーン構築に向けた動きを踏み出すステップを提案しており、取り組み

に役⽴つ情報サイトを⽬指します。     
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1 熱帯林⾏動ネットワーク(JATAN)、レインフォレスト・アクション・ネットワーク(RAN)⽇本代表部、地球⼈間環境フォーラム
(GEF)、サラワク・キャンペーン委員会(SCC)、国際環境 NGO FOE Japan、メコン・ウォッチ 
2 本サイトは JATAN が独⽴⾏政法⼈環境再⽣保全機構 地球環境基⾦の助成を受けて作成しました。 
3 2015 年 6 ⽉には森林破壊等への対処を求めて機関投資家と⼤⼿消費財企業が基準強化の要望書を送付しました。
http://greencentury.com/wp-content/uploads/pdf/RSPOLetterFINALwithsignatories.pdf 


